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は
じ
め
に

私
の
文
章
が
載
っ
て
い
る
『
靖
国
の
父
を
訪
ね
て

第
十
二
集

（
一
九

』

五
九
年
三
月
、
大
阪
府
民
生
部
世
話
課
発
行
）
を
再
発
見
し
た
時
以
来
「
一

九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
」
を
調
べ
て
き
ま
し
た
が
、
調
べ
始
め

た
頃
か
ら
次
は
「
京
都
市
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
」
を
調
べ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
大
阪
府
の
場
合
は
「
中
学
校
三

年
生
」
が
遺
児
参
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
京
都
市
の
場
合
は
「
小

学
校
六
年
生
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
す

「
な
ん
で
ま
た
年
端
も
い
か
な
い
小

。

」

。

学
校
六
年
生
の
集
団
参
拝
が
な
さ
れ
た
の
か

と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
し
た

今
回
や
っ
と
京
都
市
を
調
べ
る
段
階
に
き
ま
し
た
。
最
初
は
資
料
も
な
く
雲

を
つ
か
む
よ
う
な
は
話
で
し
た
が
、
徐
々
に
霧
が
晴
れ
た
よ
う
に
輪
郭
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

「
戦
後
五
〇
周
年
記
念
誌

（
京
都
市
遺
族
会
連
合
会
）

」

最
初
京
都
市
歴
史
資
料
館
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
遺
児
参
拝
の
資
料

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
京
都
府
及
び
京
都
市
に
は
公
文
書
館
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
京
都
市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
電
話
を
し
、
教
育
委
員
会

総
務
課
と
戦
没
者
遺
族
関
係
の
担
当
課
で
あ
る
地
域
福
祉
課
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
公
文
書
は
永
年
保
存
の
文
書
を
除
く
と
保
存
期
間

は
一
〇
年
が
最
長
で
あ
る
た
め
、
関
係
文
書
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
京
都
市
の
広
報
（

市
民
し
ん
ぶ
ん

）
の
原
本
が
残
っ
て
お
り
、
一

「

」

九
五
三
年
（

市
民
し
ん
ぶ
ん
」
は
こ
の
年
よ
り
発
行
）
～
一
九
六
〇
年
分

「

を
閲
覧
を
し
ま
し
た
が
、
遺
児
参
拝
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
地
域
福
祉
課
は
京
都
市
遺
族
会
連
合
会
の
事
務
局
も
担
当
し
て
い

る
の
で

『
戦
後
五
〇
周
年
記
念
誌

（
京
都
市
遺
族
会
連
合
会
発
行
、
奥
付

、

』

は
な
い
が
一
九
九
五
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る

）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

。

に
よ
っ
て
京
都
市
の
遺
児
参
拝
事
業
の
一
部
が
分
か
り
ま
し
た
。
遺
児
参
拝

は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

一
）
年
度
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
そ
の
後
の
調
査
で
一
九
五
七
年

。

度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

）
。

〈
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
度

〉

第
一
回
京
都
市
代
表
遺
児
靖
国
神
社
参
拝

日

時

一
〇
月
二
四
日
～
二
七
日

参
加
者

京
都
市
内
小
学
校
第
六
学
年
児
童

八
〇
八
名

〈
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
度

〉

第
二
回
京
都
市
代
表
遺
児
靖
国
神
社
参
拝

京
都
市
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝

一
九
五
〇
年
代
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
の
実
像
（
７
）

松
岡

勲
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日

時

九
月
二
〇
日
～
二
三
日
（
第
一
団
）

（
新
聞
記
事
）
九
月
二
五
日
出
発
で
あ
っ
た
が
、
台
風
一
三
号

襲
来
で
延
期
。
別
日
に
実
施
。

一
〇
月
二
五
日
～
二
八
日
（
第
二
団
）

参
加
者

京
都
市
内
小
学
校
第
六
学
年
児
童

一
，
一
一
四
名

〈
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
度

〉

第
三
回
京
都
市
代
表
遺
児
靖
国
神
社
参
拝
並
び
に
東
京
都
内
見
学

第
一
団

日

時

九
月
一
六
日
～
一
九
日

参
加
者

五
一
三
名

第
二
団

日

時

九
月
一
九
日
～
二
二
日

参
加
者

五
八
二
名

〈
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
年
）
度

〉

遺
児
靖
国
神
社
参
拝
並
び
に
東
京
都
内
見
学

日

時

八
月
九
日
～
八
月
一
二
日

参
加
者

一
〇
〇
八
名

〈
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
度

〉

遺
児
靖
国
神
社
参
拝

日

時

八
月
九
日
～
八
月
一
二
日

参
加
者

五
四
二
名

〈
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
度

〉

（
事
業
実
績
の
資
料
散
逸
）

（
新
聞
記
事
）
八
月
一
〇
日
の
帰
京
予
定
の
時
間
が
遅
れ
る
と
い
う
記
事
が

あ
り

ま
た

京
都
市
事
務
報
告
書
に
実
施
の
記
述
が
あ
り

一
九
五
七

昭

、

、

、

（

和
三
二
）
度
ま
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
遺
児
参
拝

朝
日
新
聞
京
都
版
と
京
都
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
京
都
府
立
図
書

館
に
あ
り
、
検
索
し
ま
し
た
。
そ
の
記
事
の
見
出
し
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
九
五
二
年
度
＝
「
今
度
は
お
友
達
か
ら
も
／
靖
国
参
拝
の
遺
児
に
愛
の
は

な
む
け
」
京
都
（
一
〇
・
二
四
）

「
双
子
児
二
組
も
加
わ
っ
て
／
遺
児
八
百
名
、
廿
四
日
に

靖
国
へ
」
朝
日
（
一
〇
・
二
二
）

「
き
ょ
う
社
頭
対
面
／
遺
児
、
靖
国
へ
出
発
」
朝
日
（
一

〇
・
二
五
）

一
九
五
三
年
度
＝
「
あ
す
靖
国
神
社
参
拝
遺
児
の
壮
行
会
」
京
都
（
九
・
二

一
）

「
靖
国
遺
児
の
歓
送
会
／
右
京
・
き
ょ
う
川
岡
校
庭
で
」

京
都
（
九
・
二
五
）

「
〝
元
気
で
靖
国
へ
〟
台
風
の
街
に
運
転
手
の
美
学
」

京
都
（
九
・
二
七
）

一
九
五
四
年
度
＝
「
靖
国
へ
〝
遺
児
〟
な
ら
ぬ
〝
遺
児
〟
／
〝
辞
退
し
た
が

無
理
に
〟
／
帰
洛
前
に
関
係
者
大
あ
わ
て
」
京
都
（
九

・
二
二
）

一
九
五
七
年
度
＝
「
帰
る
汽
車
が
予
定
よ
り
遅
れ
る
／
靖
国
参
拝
遺
児
団
」

朝
日
（
八
・
一
〇
）

京
都
市
事
務
報
告
書
で
確
認
で
き
た
遺
児
参
拝

年
度
末
の
市
議
会
に
報
告
さ
れ
る
京
都
市
事
務
報
告
書
が
あ
り
、
遺
児
参
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拝
が
京
都
市
の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
が
あ

っ
た
は
ず
の
一
九
五
二
年
、
五
三
年
度
の
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
九
五

四
年
年
度
～
五
七
年
度
ま
で
の
遺
児
参
拝
の
記
述
（

遺
児
靖
国
神
社
参
拝

「

並
び
に
東
京
都
内
名
所
見
学

）
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
七
年
度

」
、

、

の
参
加
者
人
数
が
少
な
く

小
学
生
以
外
に
中
学
生
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

翌
年
以
降
に
遺
児
参
拝
の
記
述
が
な
い
の
で
、
遺
児
参
拝
は
一
九
五
七
年
度

で
終
了
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
京
都
市
遺
族
会
連
合
会
の
『
戦
後
五
〇

周
年
記
念
誌
』
と
あ
わ
せ
て
見
る
と
、
最
後
の
二
年
間
を
除
き
、
毎
年
一
〇

〇
〇
名
規
模
の
遺
児
参
拝
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

一
九
五
四
年
度

参
加
遺
児
数

一
，
〇
三
六
人
（
小
学
校
六
年
在
学
者
）

一
九
五
五
年
度

参
加
遺
児
数

一
，
〇
〇
八
人

一
九
五
六
年
度

参
加
遺
児
数

五
四
二
人

一
九
五
七
年
度

参
加
遺
児
数

一
一
一
人
（
小
学
生
六
九
人
、
中
学

生
四
二
人
）

京
都
市
の
遺
児
参
拝
経
験
者

京
都
市
の
遺
児
参
拝
の
体
験
者
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館

の
和
崎
光
太
郎
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
一
九
五
三
年
に
遺
児
参
拝
を
し
た
Ｕ
さ

ん
に
電
話
取
材
を
し
、
三
度
お
話
し
し
ま
し
た

（
残
念
な
が
ら
、
お
会
い

。

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

）
Ｕ
さ
ん
は
一
九
四
二
年
二
月
生
ま
れ

。

で
、
お
父
さ
ん
は
満
州
で
戦
死
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
、
当
時
淳
風
小

学
校
六
年
生
だ
っ
た
Ｕ
さ
ん
は
春
日
小
学
校
に
集
合
し
て
、
京
都
駅
か
ら
上

京
の
予
定
で
し
た
が
、
台
風
一
三
号
襲
来
で
参
拝
は
一
度
延
期
に
な
り
、
後

日
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
二
回
目
の
集
合
場
所
は
京
都
駅
だ

っ
た
と
覚
え
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
直
前
に
学
校
で
壮
行
会

、

。

が
あ
り

校
長
の
挨
拶
の
後
に
遺
児
の
五
～
六
人
が
挨
拶
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

参
拝
参
加
は
京
都
市
の
子
ど
も
の
み
で
、
参
拝
の
感
想
文
は
書
い
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
Ｕ
さ
ん
の
話
で
は
、
当
時
遺
族
会
か
京
都
市
か
ら
「
最

後
の
参
拝
」
で
あ
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
、
遺
族
会
の
代
表
と
し
て
挨
拶

し
た
中
川
源
一
郎
氏
（
当
時
の
衆
議
院
議
員
）
も
同
様
の
発
言
を
さ
れ
て
い

た
と
記
憶
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
参
拝
は
続
き

ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
壮
行
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
お
話
を
靖
国
合
祀

取
消
訴
訟
の
元
原
告
の
吉
田
文
枝
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
Ｕ
さ

ん
同
じ
淳
風
小
学
校
の
同
年
度
の
六
学
年
在
学
で
、
Ｕ
さ
ん
の
記
憶
は
な
い

、「

」「

」

。

と
の
こ
と
で
す
が

送
ら
れ
る
側

送
る
側

に
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す

不
思
議
な
偶
然
と
思
い
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
の
話
で
参
拝
す
る
遺
児
を
「
選

ば
れ
た
人
」
と
見
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
に
は
見
え
て
い
な
か
っ
た
視
点

で
す
。
遺
児
参
拝
に
「
選
別
」
の
働
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
う
一
度
問
う
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た

「
文
集
」
の
私
の
文
章
に
「
上
か

。

ら
目
線
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
で
、
四
年
前
に
大
阪
府
の
遺
児
参
拝
を
調
べ
て
い
た
時
に
大
阪

府
遺
族
連
合
会
に
問
い
合
わ
せ
た
際
、
電
話
に
出
ら
れ
た
事
務
局
の
Ｋ
さ
ん

が
京
都
市
の
遺
児
参
拝
経
験
者
で
し
た
。
一
九
五
二
年
か
五
三
年
の
参
拝
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
時
小
学
校
で
の
遺
児
参
拝
者
の
壮
行
会
の
経
験
者

が
も
う
一
人
お
ら
れ
ま
す
。
靖
国
合
祀
取
消
訴
訟
高
裁
結
審
後
の
集
会
で
私

が
「
靖
国
文
集
」
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
傍
聴
者
の
方
か

ら
「
小
学
校
の
時
、
そ
の
参
拝
で
友
だ
ち
が
東
京
に
行
く
の
を
う
ら
や
ま
し

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
父
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
の
帰
還
者
で
あ
っ
た

の
で
す
が

『
な
ぜ
シ
ベ
リ
ア
か
ら
帰
っ
て
来
た
の
か
？
』
と
今
か
ら
考
え

、
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る
と
大
変
ひ
ど
い
こ
と
を
言
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

」
と
お
聞
か
せ
い
た

。

だ
い
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
京
都
府
遺
族
会
事
務
局
長
の
中
村
秀
男
さ
ん
と
お
会
い
し
ま
し

た
。
中
村
さ
ん
は
遺
児
参
拝
の
経
験
者
で
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
四

月
に
生
ま
れ

（
私
は
一
九
四
四
年
三
月
生
ま
れ
で
す
か
ら
）
私
と
同
学
年

、

で
し
た
。
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
の
六
年
生
で
、
京
都
市
の
桂
小
学
校

在
学
で
し
た
。
夜
行
列
車
で
一
泊
、
翌
日
朝
に
靖
国
神
社
参
拝
、
こ
ん
な
静

か
な
所
で
父
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
と
感
じ
、
涙
を
流
し
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
後
は
皇
居
等
都
内
観
光
、
そ
の
日
は
東
京
泊
、
夜
行
列
車
で

一
泊
、
帰
京
と
い
う
行
程
で
す
。
感
想
文
を
書
い
た
記
憶
が
あ
る
が
、
文
集

を
も
ら
っ
た
記
憶
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
、
学
校
歴
史
博
物
館
の
和
崎
さ
ん
の
協
力
で
、
一
九
四
三
（
昭
和
一

八
）
年
、
国
民
学
校
五
年
生
時
の
遺
児
参
拝
経
験
者
を
紹
介
し
て
も
ら
う
予

定
で
す
。
ま
た
、
戦
前
の
靖
国
神
社
遺
児
参
拝
、
遺
児
参
拝
の
戦
前
と
戦
後

の
連
続
性
を
調
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
下
の
遺
児
参
拝

『
日
本
遺
族
会
十
五
年
史
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
そ
の
都
道
府
県
支
部
概

況
編
の
「
京
都
府
」
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
し
た

「
靖
国
神

。

社
の
集
団
参
拝
、
特
に
小
学
六
年
在
学
の
遺
児
を
市
町
村
の
補
助
金
に
よ
り

二
十
六
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
京
都
市
を
合
わ
せ
約
八
千
名
を
集
団
参
拝
さ

せ
た

」
そ
こ
で
、
京
都
府
の
遺
児
参
拝
事
業
が
あ
っ
た
の
か
を
京
都
府
総

。

合
資
料
館
の
「
行
政
資
料
」
コ
ー
ナ
ー
で
検
索
を
し
た
ま
し
た
が
、
京
都
府

の
事
業
に
遺
児
参
拝
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
京
都
府
の
事
例
が

あ
っ
た
と
し
て
も
府
下
の
市
町
村
の
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
京
都
府
遺
族
会
に
行
き
ま
し
た
。
事
務
局
長
の
中
村
さ
ん
は
、
京

都
府
遺
族
会
の
所
持
す
る
府
下
市
町
村
の
遺
族
会
の
周
年
記
念
誌
を
五
、
六

種
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

（
京
都
府
遺
族
会
の
周
年
記
念
誌
は

。

作
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た

）
そ
の
う
ち
舞
鶴
遺
族
会
の
記
念
誌

。

に
遺
児
参
拝
に
関
す
る
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。
文
章
的
に
は
舞
鶴
市
の
参
拝

か
京
都
市
の
参
拝
か
曖
昧
で
し
た
の
で
、
遺
族
会
の
連
絡
先
を
聞
き
、
後
日

に
舞
鶴
市
で
遺
児
参
拝
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
に
他
の
市
町
村
で
遺
児
参
拝
の
話
を
遺
族
会
の
交
流

の
中
で
聞
い
た
こ
と
は
な
い
か
と
聞
き
ま
し
た
が
、
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
他
府
県
の
記
念
誌
も
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
福
井
県
、

岐
阜
県
で
遺
児
参
拝
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

『
日
本
遺
族
会
十

。

五
年
史

『
日
本
遺
族
会
の
四
十
年
』
に
も
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
て
い
な
か

』

っ
た
遺
児
参
拝
事
例
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
も
う
一
度
全
国
の
状
況
を
調
べ

直
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
舞
鶴
東
遺
族
会
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
事
務
局
の
四
方
順
子
さ

ん
（
私
よ
り
一
歳
下
）
が
小
学
校
六
年
生
の
時
に
遺
児
参
拝
に
参
加
し
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た

四
方
さ
ん
が
参
拝
さ
れ
た
時
よ
り
以
前
の
年
か
ら

い

。

（

つ
か
ら
か
は
不
明
）
舞
鶴
市
で
は
遺
児
参
拝
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
五
六

（
昭
和
三
一
）
年
が
遺
児
参
拝
の
「
最
後
の
年
」
で
六
年
生
以
外
に
五
年
生

も
参
加
し
た
そ
う
で
す
。
舞
鶴
西
遺
族
会
の
参
加
者
と
と
も
に
バ
ス
一
台
で

京
都
ま
で
出
て
、
夜
行
列
車
（
一
泊
）
→
靖
国
神
社
、
上
野
動
物
園
等
都
内

観
光
（
一
泊
）
→
夜
行
列
車
（
一
泊
）
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
写
真
も
残

っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
族
（
妻
）
で
靖
国
参
拝
に
行

け
て
い
な
い
人
も
（
四
方
さ
ん
の
お
母
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

す

）
遺
児
と
一
緒
に
参
拝
し
ま
し
た
。
四
方
さ
ん
と
遺
族
会
婦
人
部
の
み

。
な
さ
ん
の
お
話
が
聞
き
た
い
の
で
、
来
年
舞
鶴
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
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い
ま
す
。
舞
鶴
は
「
引
き
揚
げ
」
の
記
憶
の
場
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
度

訪
ね
た
か
っ
た
所
で
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
検
索
（

広
報
」
の
ア
ー
カ
イ
ブ
）
で
市
町
村
規
模
で
遺

「

児
参
拝
事
業
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
の
京
都

府
関
係
で
は
宇
治
市
が
遺
児
参
拝
を
や
っ
て
い
ま
し
た

写
真
目
録

宇

。（
「

」
、「

治
市
政
だ
よ
り

）
以
下
の
興
味
深
い
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

」

「
さ
る
六
月
九
日
宇
治
市
の
英
霊
遺
族
の
遺
児
五
十
五
名
は
、
舞
鶴
、
福
知

山
、
綾
部
の
遺
児
と
と
も
に
東
上
、
靖
国
神
社
参
拝
、
都
内
見
学
等
の
日
程

を
無
事
す
ま
せ
て
、
帰
宇
し
た

（

宇
治
市
政
だ
よ
り
」
第
三
六
号
、
一

。
」
「

九
五
四
年
七
月
一
日
）

「
本
年
六
月
に
戦
没
者
の
遺
児
約
二
〇
〇
名
を
靖
国
神
社
に
参
拝
さ
す
た
め

戦
没
者
遺
族
対
策
費
と
し
て
二
四
万
円
又
遺
族
国
庫
債
券
を
担
保
と
し
て
貸

付
金
七
〇
万
を
出
費
し
遺
族
の
厚
生
に
資
し
て
居
り
ま
す

（

宇
治
市
政

。
」
「

だ
よ
り
」
第
二
九
号
、
昭
和
一
九
五
三
年
一
二
月
一
日
）

こ
の
こ
と
か
ら
京
都
府
下
の
遺
児
参
拝
が
、
京
都
市
と
は
別
に
宇
治
市
、

舞
鶴
市
、
福
知
山
市
、
綾
部
市
と
が
組
ん
で
合
同
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
今
後
、
京
都
府
下
の
遺
児
参
拝
を
調
べ
て
行
く
た
め
に
は

大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
京
都
市
の
遺
児
参
拝
を
調
べ
る
過
程
で
ひ
と
つ
の
知
見
を
得
ま
し

た
。
最
初
、
京
都
市
の
参
拝
が
小
学
校
六
年
生
で
あ
る
こ
と
を
奇
異
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
異
例
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

直
し
ま
し
た
。
調
査
の
な
か
で
『
戦
後
を
生
き
抜
い
た
妻
た
ち
の
証
言
・
婦

人
部
戦
争
体
験
談
集
／
京
都
市
遺
族
会
連
合
会
婦
人
部
結
成
五
〇
周
年
記
念

誌

（
京
都
市
遺
族
会
連
合
会
婦
人
部
）
に
出
会
い
ま
し
た
。
京
都
市
遺
族

』
会
連
合
会
婦
人
部
の
結
成
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
薄
い
冊
子
（
取

材
・
編
集
、
早
内
高
士
）
で
す
が
、
二
二
人
の
戦
死
者
の
婦
人
の
証
言
が
、

夫
の
写
真
を
配
さ
れ
な
が
ら
、
戦
中
の
結
婚
か
ら
夫
の
戦
死
の
状
況
、
戦
後

の
生
活
と
の
闘
い
と
語
ら
れ
る
、
証
言
し
た
婦
人
の
戦
中
、
戦
後
の
苦
労
を

見
つ
め
る
編
集
者
の
暖
か
く
て
柔
ら
か
な
視
線
を
感
じ
さ
せ
る
、
と
て
も
す

て
き
な
本
で
し
た
。
そ
の
編
集
者
の
元
京
都
新
聞
記
者
の
早
内
高
士
さ
ん
に

連
絡
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
早
内
さ
ん
は
お
父
さ
ん
を
硫
黄
島
で
亡
く
さ
れ
て

お
り
、
小
学
校
六
年
生
（
一
九
五
四
年
）
時
の
島
根
県
の
遺
児
参
拝
体
験
者

だ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
ま
た

『
日
本
遺
族
会
十
五
年
史
』
で
富
山
県
の
遺

、

児
参
拝
文
集
『
の
び
ゆ
く
遺
児
た
ち

（
一
九
五
四
年
三
月
発
行
）
が
あ
る

』

こ
と
が
分
か
り
、
富
山
の
友
人
に
複
写
を
お
願
い
し
、
入
手
し
ま
し
た
が
、

富
山
県
の
場
合
、
小
学
校
六
年
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
参
加
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。
翻
っ
て
戦
前
の
遺
児
参
拝
が
「
銃
後
の
少
国
民
国

民
育
成
」
を
狙
い
と
し
て
対
象
が
国
民
学
校
五
、
六
年
生
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
私
の
経
験
（
中
学
校
三
年
生
）
は
前
提
に
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
、
も
し
か
し
て
そ
れ
は
戦
後
的
状
況
の
反
映
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
新
た
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
・
一
二
・
二
）
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